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名
古
屋
大
学
東
洋
史
学
研
究
室

二
〇
二
一
年
度
東
洋
史
関
係
講
義
題
目

学　

部

〈
概
論
〉

東
洋
史
概
論
Ⅰ 

土
屋　

洋 

准
教
授

東
洋
史
概
論
Ⅱ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

〈
基
礎
演
習
〉

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ 

加
藤
久
美
子 

教
授

東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅲ 

土
屋　

洋 

准
教
授

〈
講
義
〉

中
国
史
講
義
Ⅱ 
土
屋　

洋 

准
教
授

中
国
史
講
義
Ⅲ 
林　

謙
一
郎 

准
教
授

東
南
ア
ジ
ア
史
講
義 
加
藤
久
美
子 

教
授

西
南
ア
ジ
ア
史
講
義 

三
田　

昌
彦 

助
教

〈
講
読
〉

中
国
史
外
書
講
読
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 
准
教
授

東
南
ア
ジ
ア
史
英
書
講
読
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

〈
演
習
〉

中
国
史
演
習
Ⅰ
ａ
・
ｂ 

土
屋　

洋 

准
教
授

中
国
史
演
習
Ⅱ
ａ
・
ｂ 

井
上　

進 
 

非
常
勤
講
師

東
南
ア
ジ
ア
史
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

卒
業
論
文
演
習 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

 

土
屋　

洋 

准
教
授

大
学
院

〈
演
習
〉

中
国
近
世
史
演
習
ａ
・
ｂ 

井
上　

進 
 

非
常
勤
講
師

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

中
国
民
族
史
演
習
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

中
国
民
族
史
史
料
演
習
ａ
・
ｂ 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

中
国
古
代
史
演
習
ａ
・
ｂ 

土
屋　

洋 

准
教
授

東
洋
史
学
方
法
論
演
習
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

 

土
屋　

洋 

准
教
授

〈
講
読
〉

東
南
ア
ジ
ア
近
世
史
英
書
講
読
ａ
・
ｂ 

加
藤
久
美
子 

教
授

〈
研
究
〉

東
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

加
藤
久
美
子 

教
授

中
国
民
族
史
研
究 

林　

謙
一
郎 

准
教
授

西
南
ア
ジ
ア
史
研
究 

三
田　

昌
彦 

助
教

中
国
史
研
究
Ⅱ 

土
屋　

洋 

准
教
授

彙　

報
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二
〇
二
〇
年
度
学
士
論
文
題
目

漢
代
に
お
け
る
烏
桓
突
騎
形
成
の
背
景 

梅
津　

幹

則
天
武
后
に
よ
る
宗
教
政
策
の
転
換
に
つ
い
て 

鹿
島　

梨
奈

商
鞅
の
変
法
に
お
け
る
「
分
異
令
」
の
目
的 

河
合　

隆
太

唐
代
会
昌
の
廃
仏
前
後
に
お
け
る
悲
田
養
病
坊
の
変
遷 

冨
田　

諒

二
〇
二
〇
年
度
修
士
論
文
題
目

民
国
期
中
国
政
府
に
よ
る
海
外
華
僑
教
育
の
教
員
政
策 

王　

天
驕

羅

部
·
武
定
鳳
氏
土
司
と
中
央
王
朝
の
雲
南
統
治 

趙　
　
　

璇

雍
正
期
雲
南
に
お
け
る
オ
ル
タ
イ
の
水
利
事
業 

盤　
　
　

媛

二
〇
二
一
年
度
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
大
会
報
告

大
会
中
止
の
た
め
報
告
な
し

　
　

編　

集　

後　

記

本
会
誌
四
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
な
に
か
と
研

究
活
動
に
制
約
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
号
に
は
上
は
漢
代
、
下
っ
て
は
国

民
政
府
期
に
至
る
幅
広
い
時
期
に
わ
た
る
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
「
作
品
」

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
力
あ
ふ
れ
る
論
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
訳
注

に
加
え
、
特
に
四
本
も
の
批
評
と
紹
介
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
本
誌
の

原
点
・
出
発
点
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
本
誌
創
刊
に
あ
た
っ
て
我
々
院
生
ク

ラ
ス
の
編
集
委
員
が
考
え
た
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
、
書
評
を
重
視
す
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
論
説
に
比
べ
、
や
や
軽
視
さ
れ
が
ち
な
書
評
で

す
が
、
書
評
を
通
し
て
様
々
な
論
点
を
学
び
、
自
ら
の
研
究
の
糧
に
す
る
、
そ

う
し
た
方
針
を
、
今
号
の
編
集
過
程
で
あ
ら
た
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
創
刊
に
加
わ
っ
た
二
人
の
先
輩
が
、
本
年
度
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
十
月

に
東
晋
次
先
生
（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）
十
二
月
に
は
丹
羽
兌
子
先
生
（
創
刊

時
、
研
究
室
助
手
）
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
、
と
も
に
突
然
訃
報
に
接
し
、
呆

然
と
し
、
思
わ
ず
編
集
作
業
も
滞
り
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
先

輩
達
が
残
し
た
本
誌
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
お
二
人
が
本
誌

に
託
し
た
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
本
誌
刊
行
に
な
お
一
層
の
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
編
集
担
当　

榎
本
）


